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第５回「分かりやすく、使いやすい
公共交通実現会議（丹後地域）」

平成１８年９月１９日（火） １３：００～１５：００

於 アグリセンター大宮（京丹後市）

丹後地域公共交通ネットワーク
改善実行計画（中間まとめ）の

概要について
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丹後庁舎前弥栄病院前峰山駅前時
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１ 丹後地域における公共交通の現状と課題

鉄道 北近畿タンゴ鉄道（ＫＴＲ）

バス 丹後海陸交通（丹海バス）

（１） 現状

（ピーク時(H5) 303万人 H17 202万人）

（ピーク時(H3) 137万人 H17 68万人）

加悦フェローライン、一部市町

利用者が年々減少利用者が年々減少
・モータリゼーション進展に伴う自家用車増加
・少子化に伴う人口減
・駅周辺でのまちづくりが進んでいない
・事業者任せの住民の意識 など

・環境負荷軽減への取組
・高齢化の進展による

公共交通の必要性

公共交通への追い風公共交通への追い風

赤字補てんを基礎とする行政支援額の増加
ＫＴＲ：⑰行政支援額384百万円
丹海：⑯行政支援額271百万円
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● 各事業者はこれまで、住民生活上必要な路線の確保とと
もに、人件費・修繕費等の抑制や企画商品の新規開発な
どの経営努力

● また、地元でも新たな取組み

① 市町単位の企画列車

② 地元促進協「利用促進検討ＷＧ」（17年）

・「ＫＴＲサポーターズクラブ」（18年３月立上げ）

・「ＫＴＲに乗る日」（毎月１日）

（２） 課 題

ア 努力にかかわらず利用者減に歯止めがかからない

イ 一方、鉄道内や鉄道・バス間の接続が取れたダイヤ設定や、接続
状況の情報等、交通ネットワーク全体の情報提供が不十分で、利
用者に分かりにくい

経費節減や利用促進策にも限界があり、交通システム
の基本に立ち返った改善が求められる

交通交通システムの基本要素システムの基本要素

①「ダイヤ」 ④「駅・停留所」
②「運賃」 ⑤「情報」

③「車両」

改めて徹底した
実態把握

「改善の課題」と
「改善の方向性」
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• 公共交通網は、住民自身の手で守り育てるべきもの

２ 改善に当たっての基本的な考え方

丹後地域における公共交通に対する基本的認識●

• 「分かりやすい」、「使いやすい」公共交通ネットワークの実現は、Ｋ
ＴＲやバスを、地元住民が安心して利用できる、乗りたい、残したい
ものにするが、同時に、それは、観光客にとっても利用したくなるも
のでなくてはならない

• また、 「分かりやすい」、「使いやすい」公共交通ネットワークの実
現は、地元を愛し、地元に誇りを持てるものにする取組でもある

→→ そその改善は、自分たち自身が行うの改善は、自分たち自身が行うべきべき

● 「「改善改善実行計画」実行計画」の基本的な考え方の基本的な考え方

• 失敗を恐れずに、まず、モデル的・実験的に、できるところから改善
• 公共交通を事業者任せにせず、地元住民や行政も一緒になって自
ら考え、行動し、皆で良くする

● 取組の目標（趣旨）

• 利用者の視点に立って、鉄道やバス等のダイヤ、運賃、駅・停留
所、車両、情報提供等の交通システムを構成する基礎的な部分
に立ち返って改善を行うことにより、すべての人に「分かりやすく」、
「使いやすい」面的な公共交通ネットワークを実現
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３ 改善実行計画（抜粋）

（１）速やかに改善に着手するもの【⑱内に着手】

ダイヤ 昼間の時間帯を中心にパターンダイヤ（毎時同分（同時
間帯）発車）の導入
・ＫＴＲ宮津線・宮福線、丹海バス間人循環線など

分かりやすい運賃(例：100円刻み）の設定
・丹海バス間人循環線等で低定額運賃(200円）実証運行（18.10か
ら１年間）

運 賃

魅力的な駅の創造
・四季の花植栽、美化活動

駅・停留所

バス停留所の移設
・野田川駅前広場や弥栄病院敷地内へバスを乗り入れ

先行改善例： 接続改善（１８年３月ダイヤ改正時、ＫＴＲ）

土休日ダイヤ＝タンゴ悠遊号運行（7/22～8/20 土日）

先行改善例：ＫＴＲ各駅の観光案内板修繕、網野駅前等駐輪場整備（京丹後市）

車 両 中・小型化推進、ノンステップバス導入促進

（安心・安全な車両の導入）

情報提供 地図上路線図、乗換案内、起終点時刻等が一目で分か
る表示（案内表示改善）
・分かりやすい、使いやすい鉄道・バス時刻表の作成（京丹後市）

その他 乗務員・嘱託職員等のサービス向上

（親切、丁寧な対応のための研修強化等）

先行改善例：乗換情報を掲載の時刻表作成（１８年３月ダイヤ改正時、京丹後市）
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（２）中期的に対応するもの【概ね３年以内に対応】

運 賃 鉄道・バス相互乗継のできる共通割引乗車券の発売

駅のスロープ勾配改善駅・停留所

ＫＴＲで同一域内での運賃の均一化
＜経営に影響することから慎重に検討＞＜経営に影響することから慎重に検討＞

ダイヤ

運 賃

サイクルトレインの導入、トロッコ列車の運行

情報提供

午前の早い時間に丹後に着く特急の運行

携帯電話を利用した情報提供やバスロケーションシステ
ム導入

車 両 ＫＴＲ車両の内装の定期的変更など（快適な車両）

（３）将来的な課題【期限は設けないが改善を目指す】

車 両

• 本「改善実行計画」は、今回提示したものが計画の最終形ではなく、
４ 改善実行の進行管理

• 今後、改善を進める中で、新たな課題が発見されれば、

• 適宜、状況把握をし、フォローアップ会議を開催

（マネジメントサイクルにより推進）

• その課題に対する対応策を計画に追加、あるいは、実際の取組に
より計画の修正も想定。

• 継続的に改善

改善実行計画

改善の実施
（地元、関係市町、事業者など）

実施状況把握→分析

課題整理

更なる改善案
（改善実行計画第２弾、第３弾・・・）

更なる改善

＜地元の主体的な取組＞
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平成１７年１１月３０日 「分かりやすく、使いやすい公共交通
ネットワーク実現会議（丹後地域）」設置、
第１回会議開催

平成１８年１月３０日
～３１日

第１回ワーキンググループ会議、現地調査実施

３月２２日 第２回実現会議開催
（改善の課題と改善の方向性を協議）

３月 ３日
～ ５日

利用実態調査（ＫＴＲ、丹海 全便、全区間調査）

＜ここまで 準備的作業＞

《参考１》 これまでの経過

（ ワーキンググループ会議、サブメンバー等打合せは随時開催 ）

５月２５日 第３回実現会議開催
（「改善実行計画」骨子たたき台を基に意見交換）

構成メンバーを拡大（地元利用者、経済界、観光・
商業、関係団体、有識者等）

８月 ７日 第４回実現会議開催
（「改善実行計画」素案を基に意見交換）

９月１９日 第５回実現会議開催
（「改善実行計画」実行に向け意見交換）

＜ 本格議論 ＞
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「府中北部地域公共交通ネットワークの今後のあり方」
（中間まとめ） 平成１６年９月１３日 [抜粋]

《参考２》
旧京都交通㈱会社更生問題を契機とした取組

● 地域の公共交通ネットワークの今後のあり方

• 従来の発想を転換し、「住民（利用者）最適のネットワーク」を、地域が
支える姿勢で、行政、住民、事業者が、例えば路線の計画や利用促進
を含め協働するなど、地域の実情に応じたより良い地域交通の実現に

取り組む。

乗 合 バ ス

より需要に応じた、多様な
交通手段を組み合わせ

市町営・地域
運行バス

乗合
バス

貸切バスの
乗合利用

市町村営
バス

地域やNPO等
による自主運
行バス

スクール
バス

乗 合
タクシー

住民（利用者）最適の、より便利で一層効果的・効率的な

生活交通ネットワークを構築

交通の採算面だけでなく、人の移動や交流の活性化による地域社会全体
の活性化をめざす（商店街の活性化、高齢者の生きがい向上等）
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○ 公共交通システムの改善
[３市町（綾部、亀岡、旧園部）などが導入]

「予約型乗合タクシー」
一部導入

⑥

○路線図付き時刻表パンフ、ＨＰ充実情報提供の徹底⑤

中・小型バリアフリー車
両導入

④

○100円刻み
○上限500円 低額（例 1,250円→ 500円）

きざみ・低額運賃導入③

○パターンダイヤ（毎時同分に発車）パターンダイヤ又は鉄道
接続ダイヤ導入

②

○病院・駅経由増（需要少路線廃止）

○循環線新設、増便

新たな路線設定・増便①

利用者数：
３市町計 １２６％（１８年３月／１７年４月）

※ 路線・運賃等を事業者任せにせず、市町（地域）主導で設定


